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図1　年齢区分別Hl抗体保有率（40倍以上）
ベン抗原に対する保有率は全年齢層で低く，10～14歳と
40歳代では0％であった．ヴィクトリア系統ウイルスに
よる流行は一昨年度にあったが，規模が小さかったため抗
体保有率の上昇には至らなかったと考えられる．
3．新型インフルエンザウイルスを想定した感染源調査
　新型インフルエンザウイルスを想定した感染源調査の目
的で，ブタ血清中におけるトリ型インフルエンザウイルス
抗体価の測定を行った．
　試験を行ったブタ血清90検体中には，H5N1型及び
H7N3型ウイルスに対する抗体は検出されなかったが，
HIN2型ウイルスに対しては冬季に産まれたブタのすべ
てが保有していた．ブタの間ではヒトウイルスであるH1
及びH3型ウイルスの流行は頻繁に起こっており，これら
に対する抗体保有率は高いことが知られている．従って，
ブタの持つヒトウイルスに対する抗体がトリウイルスと交
差反応を示したため，高い数値を示したものと考えられる．
　HgN2型ウイルスに対しては，7検体から抗体が検出
された．この型は現在のところヒトとの共通感染が確認さ
れていないため，国立感染症研究所に検体を送付し確認し
たところ，このうち2検体についてはトリ由来HgN2型
ウイルスに感染していた可能性が否定できないという結果
であった．
　厚生労働省のインフルエンザ様疾患発生報告（週報）に
よると，2004年秋～2005年春の全国におけるインフルエ
ンザ様疾患患者数（2005年4月30日現在）は363，725
名3）で，前年同時期4）に比べ2割程度増加した．さらに北
海道においては，前年同時期に比べ65％増の84，948名で
あった．今年度は全国の患者数に占める北海道の割合は
23．4％で，前年（17．2％）に比べ上昇した．これは過去
20年間の平均（19％）と比べても高い値である．HI抗体
保有率が全国に比べ高く保持されていたことを考慮すると，
2004年12月～2005年2月の気温が平年を下回った地域が
北海道のみにおいて多く見られたことから5），このことが
インフルエンザの流行に影響を及ぼしたのかも知れない．
　200 年度以降，道内におけるインフルエンザの流行は
小規模に推移してきたが，2004年度はやや拡大し，中程
度の規模であった．以前のような大流行は近年見られてい
ないが，昨年は，抗インフルエンザ薬に対し耐性を持った
株が感染力を維持したまま出現したことも報告されてお
り6），耐性ウイルスに対しても警戒しなければならない．
また世界規模での大流行が予想される新型ウイルスの発生
を水際で防止するためにも，今後も引き続きウイルス分離
調査，抗体検査などによる監視を強化していく必要がある．
　稿を終えるにあたり，検体採取にご協力いただきました
北海道保健福祉部疾病対策課及び道立保健所の諸氏，市立
札幌病院富樫武弘院長ならびに関係機関各位に深謝します．
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